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東
日
本
大
震
災
殉
難
諸
精
霊
、
あ
わ
せ
て
東
京
電
力

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
避
難
関
連
被
災
諸
精
霊

に
対
し
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
震
災
後
七
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
除
染
作
業
が

進
展
し
、
さ
ら
に
復
旧
復
興
が
進
展
す
る
こ
と
を
心
よ
り

念
じ
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
三
月

田
澤
山
長
秀
院

清
水
山
仲
興
寺
　
代
表
役
員

渡

辺

祥

並

総
代
世
話
人

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
誕
生
日
で
す
。

誕
生
の
お
り
天
か
ら
花
び
ら
と
甘
露
の
水
が
降

り
そ
そ
い
だ
故
事
と
、
お
釈
迦
様
を
ま
つ
る
御

堂
に
花
を
か
ざ
る
こ
と
か
ら
花
ま
つ
り
と
呼
ば

れ
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
お
釈
迦
様
に
甘
茶
を

そ
そ
ぎ
、
そ
の
お
誕
生
を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

苦
し
い
と
き
も
、
嬉
し
い
と
き
も
、
生
き
て

い
る
有
難
さ
を
忘
れ
ず
大
切
に
歩
む
こ
と
を
誓

う
こ
と
が
大
き
な
願
い
で
す
。

大
震
災
か
ら
八
年
目
と
な
り
ま
す
。
人
と
人

と
の
絆
を
大
切
に
し
て
、
皆
で
は
げ
ま
し
合
い

な
が
ら

一
歩

一
歩
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災

大
津
波

原
発
事
故
等
関
連
死

殉
難
諸
精
霊
●
●
●
一

．●
●
追
善
供
養
会
●

例
年
の
大
震
災
の
追
善
法
要

を
行
な
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
列
い
た
だ
き
共
に
ご
焼
香

し
て
各
精
霊
を
お
な
じ
さ
め
致

し
ま
す
。

・
二
月
十
九
日

（月
）

午
前
十
時

。
清
水
町
　
仲
興
寺

※
彼
岸
会
・
念
佛
供
養
会
に
お
い
て

。
三
月
二
十
八
日

（水
）

午
後
二
時

。
田
沢
　
長
秀
院

※
不
動
尊
大
祭
。
大
般
若
会
に
お
い
て

平
成
二
十
年春
彼
岸
会
山
主
拝

―

花
ま
つ
リ
ー

し

ゃ

く

　

　

　

そ

ん

　

　

　

　

ゃ
ヽ

，

　

　

　

た

ん

岱
屹
‐眸
氣
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(2)

大
般
若
祈
祷
・
檀
ヤ
然
供
春
・
釈
尊
降
誕
会
（花
ま
つ
り
）
法
妥
、

並
び
に
護
持
会
定
例
鑢
会
の
ご
素
内

拝
啓
　
春
彼
岸
の
候
　
檀
信
徒
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
愈
々
ご
清
祥
の
段
大
慶
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
早
速
な
が
ら
、
今
年
の
大
般
若

・
総
供
養

ｏ
釈
尊
降
誕
会
（花
ま
つ
り
）等
の
法
会
を
左
記
の
日
程
に
て
修
行
い
た

し
ま
す
。
ま
た
正
午
よ
り
、平
成
三
十
年
度
定
例
護
持
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
檀
中
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
い
」来
山
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

田

澤

山

長

秀

院

　

住

職

総
代
長

ｏ
護
持
会
長

己】〓
ロ

平
成
二
十
年

〓
一月
二
十
八
日
（水
曜
日
）

（午
前
十

一
時
）
不
動
尊
大
祭

（午
後
二
時
）
大
般
若
祈
祷

・
総
供
養

・
式
典

（引
き
続
き
）
護
持
会
総
会

●
期
●
内

檀
信
徒
各
位

容 日

丹 渡

治 邊

庄 祥

衛 文

来
る
三
月
二
十
八
日
、

案
内
致
し
ま
す
。

篤
信
徒
各
位
本
年
は
午
前
十

一
時
に
例
大
祭
祈
祷
を
修
行
い
た
し
ま
す
。何
卒
ご
来
山
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

大
聖
不
動
明
王
奉
賛
会

‡
隆
彰
―
は
…
會
襄
厄

長

秀

洗
―

―

．

人
〓
不
動
磯
．二
械
人
奈
？
」
案
た

■1■
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春
彼
芹
然
供
春
会

・
護
持
会
鑢
会

清
水
町
合
仏
詩
供
春

・
鑢
会

引
き
銃
き
懇
親
会
の
ご
繁
内

拝
啓
　
春
彼
岸
の
候
、
檀
信
徒
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
清
栄
の
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
早
速
な
が
ら
標
記
の
件
に
つ
き
ま

し
て
、
今
年
の
日
程
を
左
記
の
通
り
と
し
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●
期

日

●
内

容

檀
信
徒
各
位

平
成
三
十
年

〓
一月
十
九
日
（月
）

午
前
十
時
よ
リ

総
供
養

・
念
仏

護
持
会
総
会
並
び
に
清
水
町
念
仏
講
総
会

ｏ
懇
親
会

長
秀
院
墓
地

・
仲
興
寺
墓
地

十
五
年
前
よ
り
、
総
代
世
話
人
会
等

に
お
い
て
、
「ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
運
動
」

が
決
定
さ
れ
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

墓
地
内
の
ゴ
ミ
箱
を
全
て
撤
去
し
、

皆
様
に
ご
協
力
頂
き
、
お
か
げ
さ
ま
で

と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

福
島
市
内
寺
院
が
こ
の
方
式
に
ど
ん

ど
ん
転
換
し
て
い
ま
す
の
で
、
長
秀
院
・

仲
興
寺
も

「ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
」
を

継
続
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
今
後

と
も
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山

主

拝

清
水
山

仲

興
寺兼務
住
職

総

代

表

護
持
会
長

清

水
渡
邊

祥

文

丹
治
耕
太
郎

町

念

仏

講

―
‥
‥
―
―
―
‥
鬱
―
―
…
饉

興

寺

議
蒙
運
動
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費
長
秀
院

四
月
十
七
日

（火
）

貝
沼
出
世
観
音
例
大
祭

費
仲
興
キ

五
月
三
日

（木
）

（旧
）
三
月
十
八
日
例
祭
日

聖
観
音
大
祭

清
水
町
観
音
講
ヤ

春
は
観
音
様
の
例
祭
が
多
い
時
期
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
観
音
様
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

゛
義
嚇
誉
ヒ
つヽ
言
ざ
一吼
・貴
寸
゛

●
境
内
清
掃
本
仕

口

沢

有

恙

様

清

水

町
寿

会
様

長
秀
院
有
志
会
様

仲
興
寺
有
恙
会
様

行

事

案

内

ー

議
演
会

回
口

平
成
二
十
年

四
月

四
日
（水
）

午
後

二
時

Ｅ
昭
四
人
町

サ
ン
パ
レ
ス

大
ホ
ー
ル

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

お
寺
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

必
ず
差
し
上
げ
ま
す
。

福
島
市
仏
教
会
主
催

の
講
演
会
で
す
。

仏
教

会
は
市
内
各

宗

派

一
〇

四
ヶ
寺
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
は
受
ず
お
寺

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
二
日
（水
）
～

二
十
四
口
（本
）

「
こ
の
は
な
ア
リ
ー
ナ
」

′
′

お

ね

住
職
が
法
務
で
不
在
と
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
来
山
前
に
お
電
話
等
で
必
ず
確
認
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

が
い

卜
゛ しヽ
、ヽ J
ダ
●` ミ

ドで



秀
一院
一開
一聞
四
百
年
報
恩
記
念
一事
一業

御
礼
並
び
に
御
願

い
に

つ
い
て

当
山
開
開
四
百
年
報
恩
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
十

一
月
十
二
日
の
報
恩
記
念
法
要
の
円
成
を
見
る
に
至
り
、
主
な
事

業
を
無
事
に
終
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
檀
信
徒
皆
様
か
ら
の
浄
財
寄
進
を
賜
り
、
予
定
通
り
各

種
事
業
を
行
え
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
只
々
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

う

ち

し

き

ご
寄
進
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
、
本
年

一
月
～
三
月
に
か
け
記
念
品
と
し
て

「仏
壇
用
打
敷
」
（お
仏
壇
の
中
の
お
飾
り
と
し
て

敷
き
ま
す
）
を
配
布

（
一
部
の
皆
様
に
は
郵
送
い
た
し
ま
し
た
）
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
各
家
お
仏
壇
に
お
い
て
四
百
年
の
記
念
と

し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
業
全
体
は
間
も
な
く
決
算
報
告
を
申
し
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
都
合
や
忘
れ
て
い
た
等
の
理
由
に
よ
り
寄
進
未
納
の

方
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
住
職
ま
た
は
実
行
委
員
長
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
寄
進
金
納
入
は
未
だ
継
続
中
で
す
の
で
御
願
い

方
々
申
し
添
え
ま
す
。

約
三
年
に
渡
る
報
恩
記
念
事
業
も
間
も
な
く
究
遂
終
了
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
檀
信
徒
篤
信
の
皆
様
の
お
力
の
賜
物
と
、

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
御
願
い
等
に
関
し
ま
し
て
も
何
卒
宜
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

平
成
三
十
年
三
月
吉
日

田
澤
山
　
長
秀
院

渡
辺
　
祥
文

丹
治
　
庄
衛

檀
信
徒
各
位

住
　
職

総
代
長

開
開
四
百
年
報
恩
記
念
事
業
実
行
委
員
会


